
      
 

 
かしこく  なかよく  元気よく 

～学び合い、高め合い、ふるさとと共に歩む中和っ子～ 

旭市立中和小学校  令和６年３月４日  NO．１９ 

暦の上では「啓蟄
けいちつ

」を過ぎ、冬ごもりの虫たちも顔をのぞかせる季節となりました。この

時期は冬の寒さと春の暖かさを行ったり来たりしながら一歩一歩「春本番」へと季節が移り

変わります。現代では、この季節「花粉症」に悩まされる児童も少なくありません。また、

マスク生活へ逆戻りしています。こんな中、２月２７日には「６年生を送る会」「学年末保護

者会」が終わりました。いよいよ年度末や卒業式が近づいてきました。1日 1日が格別早く

進んでいくように感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
干潟ライオンズの皆様より 
今年は、図書室用「モニター」のご寄付をいただきました。

インターネット検索、図鑑や本の付録画像の視聴、図書室の

「学習センター」としての機能が更に充実しました。益々児

童の学びが高まりそうです。ありがとうございました。 

中学生までは読書時間が長いほど、成績上位者が多い。また、読書は、 
社会への関心や、自分への自信、将来の目標があるといった特性とも相 
関があるとの結果に。（東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所同調査） 

 

読書は活動を推進 それを支える強い味方「図書司書 羽根田先生」 

２月２７日に、図書室の読書の木を熱心にご覧になる保護者の方を見かけました。今年、 

本校の図書館司書は羽根田先生です。図書館司書とは、図書館資料の選択、本の発注、 

受け入れから、貸出業務、読み聞かせ、読書案内などを行う図書の専門職です。図書室 

の読書の木は羽根田先生が学期ごとにしっかりと茂らせてくださいました。また、学年 

に合った読み物を読んでほしいという学校の願いから、「お薦め本」を学年ごとに選定し 

てくださり、それが本年度スタートした「スーパー読書賞授与」へとつながりました。 

家庭でも年間８回の「親子読書ディ」を通して、親子で読書を楽しむ活動がありました。

ご協力いただきありがとうございました。その結果、２月末現在、全校で 

読書賞はのべ４０２枚、「スーパー読書賞」は６６枚（人）授与しました。 

当然、低学年の頑張りが大きいところですが、本に親しむことや読書が絵本や図鑑と 

いった視覚中心の本から「読む」をメインとした読み物への移行はとても大切です。そ 

れが、小学校の早い時期にできることが望ましく、読書活動の習慣化へとつながると思 

います。これからも本に親しむ環境づくりと児童への働きかけを行い、豊かな読書活動 

が継続するように努めていきます。 



頑張っています 中和っ子（２月の行事・学習より） 

【社会を明るくする運動（作文）】     優秀賞  ６年  髙木 さん 

【ごはん・お米とわたし（図画部門）】   佳 作  ３年 宮  さん 

【善行賞】  

 

 

 

 

 

6年生への感謝を込めて「6年生を送る会」 

 １年生と手をつなぎ、2・3年生が準備した花のアーチをくぐって体育館に入場する 6年生。1年生は

4月から朝の支度、給食、掃除、休み時間、いっぱいいっぱい 6年生にお世話になりました。 

 6年生の入場に合わせて、一人一人の 6年生の活躍や中学校での希望、将来の夢などを紹介する 5年

生もとても緊張した様子でした。           

６年  鎌形 さん ６年   菅谷 さん 

全校「長縄大会」 
縦割りの仲間と長縄跳びに挑戦 
 主に登校班を中心に、１～６

年生が協力して長縄跳びの記録

に挑戦しました。低学年も上手

に跳べるようになりました。 

５年生 社会科見学 東日本製鉄
（株）東日本製鉄所鹿島地区見学 
12000人もの人が働く大工場、

人口港、大型輸送船、そして銑
鉄が薄板になるまでの過程、リ
サイクル１００％の工場すべて
が驚きの連続でした。 

４年生 表彰式 
防災マップコンクール「未来へのま
ちづくり賞（朝日新聞社賞）受賞 

2 月 19 日、体育館で表彰式が
行われました。このことが 2 月
23 日朝日新聞朝刊に記載されま
した。おめでとうございます。 

6 年 卒業プロジェクト 
地域のために・ 環境美化活動 

 卒業前、地域貢献活動の一

つとして 6 年生が 3 方向に分

かれ、地域のごみ拾い活動を

行いました。 

全校あいさつ運動 
新児童会メンバーが中心となって 
 中和小学校下の県道で全校あ
いさつ運動を実施しています。
子供たちの元気な声が地域に響
いています。（８日まで） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生 1年生に頼まれたら

いやとは言えない６年生。ジ

ェンカを一緒に踊り、6年生

との思い出を替え歌にして披

露しました。 

２年生 かさこじぞうの音読を頑

張っていた 2年生。その劇かと

思いきや、18人の地蔵が登場し

ての元気いっぱい縄跳び発表。 

踊って、歌って、演奏して、サプライズメッセージ。３年生のエンターテーメント性にびっくり！ 

4年生 丈太郎とはる太郎兄弟

が亀を助けて竜宮城へ。最後は

6年生とかっこよくダンス。 

５年生 応援、歌声、名司会、

中和小の伝統を引き継ぐ覚悟が

見えました。 

６年生 一人一人の個

性と学級のハーモニー

が響きあう発表でし

た。「みんな違って、

みんないい」そんな発

表でした。 

さすがです。お見事。 


